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◆◆◆◆◆◆◆◆ 総務省人事・恩給局長との交渉結果 ◆◆◆◆◆◆◆◆

	
【局長回答】　国家公務員の給与改定にあたって、総務省としては、人勧は労働基本権制約の代償措置と認識しており、人勧尊重の立場で対応する。政務には、昭和57年の人勧凍結措置等を挙げ、人勧を無視した給与引下げは大きなハードルがあることを伝えてきた。

※労働組合は訴訟を起こして対抗しました。
　
【局長回答】　非常勤職員に対する育児休業制度等の導入は、人事院の「意見」に沿った法案作成の事務作業は進んでいる。順次、政務に上げ、主管大臣が決断して、法案の閣議決定を行い、国会に提出したい。国会審議を
	
	
	含めて、給与法改正法案と一体のものとして扱っていきたい。


定年延長と50歳台後半層の給与一律引下げ問題については次号で報告します。






	


	１０月２３日（土）呼人トレーニングフィールドで開催される「網走管内自治体職員サッカー大会」の組み合わせが決まりましたぁぁ！
そして、大会出場メンバーも決まり（右記の表をチェック！！）、なんとか１勝できるかどうかというところです！ 勝利をするには、みなさんの応援が必要なんです！ そうなんです！
いいんですか？ いいんです！！（カビラ風）

ぜひ、応援に行きましょう！！
 詳細日程は下記のとおり 
· 第１試合（９：３０～）

対 網走開発（そこそこ強いっす）
· 第２試合（１１：５０～）

対 根室振興局（前回、ドローの相手）
その後は、この２試合の勝敗によって、順位決定トーナメントとなりますが、２試合ほど午後からも予定されております！！
今年も熱い戦いを見逃すなぁ！！
	大会出場メンバー紹介！！
小野　敏明

歳をとっても動ける委員長

五十嵐正美

中澤をしのぐ、津別の壁

小泉　政敏

ディフェンスライン統率は任せろ！

安瀬　雅祥

闘利王に負けぬ大きな体

近野　幸彦

後頭部に気をつけよう！

樋口　大介

左サイドは俺に任せろ！

谷口　正樹

誰かの後頭部に当てないように！

兼平　昌明

走れるスポーツメーン！

土田慎之佑

安瀬さん越えとなるか？

佐々木祐也

持久力はチームＮｏ１！

石川　佳廉

ディフェンスは俺に任せて！

宮田　　望

無理やり申し込まれましたぁ！

田屋雄太郎

ハンデなしで、ガチでいきます！

寺田　洋康

大物ルーキー経験者！レフティー！

上原　　悟

ラケットはないが、若さでカバー！

大野　圭一

津別の点取り屋！ゴールにこだわる！

以上､１６名の選手に期待！！


	



道政奪還と自らの戦いの勝利に向けて　2010.10.7

	９月は忙しい一月でした。 
　月初めは、私が委員長を担っている「少子・高齢社会対策特別委員会」の道内調査。児童や高齢者へのあいつぐ虐待等の事件。住基台帳と現実との高齢者所在のあり方。そして保育所や老人施設の充実化等、様々な課題への対応。 
　月中には民主党の代表選への取り組み。丁度、時同じくして第３回定例道議会が開催され、道議の定数削減の協議が延々と続き、10月８日の最終日には決着を付けなければならない点など…。
９月末には私の出身母体「自治方北海道」の定期大会が前段会議も含めて３日間に亘り開催され、地方公務員のおかれている現
	
	
	状や「公共サービス」の在り方等、多いに議論が展開され、組織された労働者の熱い思いを伝えられて、私も今後の活動に刺激を頂いたところです。 
　熱かった夏も終り、北海道は錦秋の時を迎えていますが、北海道にとっては良き季節だと思います。
これからも一生懸命地域の為に、道民の方々の為に全力でがんばります。明春の統一自治体選挙は私達の悲願である道政奪還と自らの闘いの勝利に向けて全力を尽くします。
　朝・夕めっきり寒さが厳しいですが、皆様の御活躍を御祈念致します。
【北海道議会議員 日下太朗 ＨＰから】

	


















































































































































【公務員連絡会】　非常勤職員の育児休業法改正は給与法改正法案と一体で処理するということでよいか。





























「大型はがき」は、最終、内閣官房長官宛が238筆、総務大臣宛が242筆となりました。消防職員の皆さんにもご協力をいただきました。ありがとうございます。


この間、蓮舫行政刷新大臣が「今国会ですべての結果を出すのは乱暴だ」と発言するなど「人勧尊重の公算」との報道が出てきています。これは、公務員連絡会による中央行動や大型はがきを背景とした総務省交渉、そして自治労協力議員をはじめ、民主党議員への働きかけの成果です。しかし、みんなの党の人勧批判など依然として厳しい情勢です。





給与法改正法案の国会提出期限が迫る中、いまだに政府が人勧の取扱い方針を決定していないことから、公務員連絡会は13日、全国から1,000人が参加し中央行動を行いました。


中央行動を背景に行った書記長クラス交渉で、総務省 人事・恩給局長は「現在、政府部内の高いレベルで検討作業が進められている。総務省としては人勧尊重という基本姿勢に立って検討しているが、閣内に厳しい意見もあり、関係閣僚間で検討している」と見解を示しました。


しかし、人勧の取扱いの具体的な方針は明らかにしなかったことから、公務員連絡会は十分な交渉と合意に基づいて早急に方針を決めることを求め、総務大臣交渉を強く要求しました。


























【公務員連絡会】　９月28日の交渉後の検討状況と人勧尊重の立場で対応し、政務三役にも同様に対応するよう努力願いたい。














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


